
































































































































































































































































































































































































































































































































ると主張し (Antoine Compagnon,《Baudelaire devant l'6temel》,D″夕〃ωs“′




















Meycr Howard Abrams,Ⅳレ″′″S″′` " ′´″″″s″′rrα´″。″α″″Rιッο′″″ο″れRο
―
“
α″′た二Jr`″′′,Noron,1973,pp.414-415.(吉村正和訳『自然と超自然一一
ロマン主義理念の形成』、平凡社、1993年、489-490頁。)
(20)但し『1846年のサロン』では、「旋律」は「色彩における統一性、或いは全
体的な色彩」と明言されており(425)、ドラクロワの絵画の特質として重視さ
れているのも、基本的に「色彩の調和」である。このような見方は『1855年
の万国博覧会・美術』において、ドラクロワのタプローが観る者の魂に豊かな
印象をもたらす (=深い「思い出」を残す)要因は、「色彩と主題との間の (あ
らかじめ画家の月肖髄の中で打ち立てられた)調和」(595)、或いは「色彩と主
題とデツサンとの間の、深くて完全なる和合」(596)といつた、より広い意味
での「総体」的な感覚にあるという主張へと発展する。『1855年の万国博覧会・
美術』におけるドラクロワ観の独自性については、伊達、前掲論文、81-84頁、
及び、拙稿 (2000)、16‐17頁も参照。
(21)ポードレールは、1861年に発表した『 リヒャルト・ワーグナーとパリにおけ
る「タンホイザー」』(R′c力α〃7電
“
′ι′ル″″力′"`raルホ)の中で、「聴衆の
注意を呼び覚まし、彼らを現在の場面に類似した状態に置き直すのに役立つ」
ヮーグナーのライ トモチーフのシステムを、「pa憶術の方式」(syStёmc
mn6monique)と呼んている (801)。金沢公子「フランス文学におけるワグネ
リスム成立過程の一考察―一ボードレールのワーグナー論について」、日本
ワーグナー協会編『年刊ワーグナー1981』、福武書店、96-97頁も参照。
(22)拙稿 (2000)、22頁。
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